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低燃費タイヤ等に関する普及促進のあり方について
　　　　　　　　（取りまとめ）

　　　　平成21年7月
低燃費タイヤ等普及促進協議会
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アライメント法の概要 
 

ＩＳＯ２８５８０では、試験機の相関式を求めるアライメント法を検討している。 

具体的には、基準となる試験機を定め、転がり抵抗の異なる 2 種のアライメント

用のタイヤを用いて、基準試験機と対象試験機の測定結果から下図のような転がり

抵抗係数の相関を求める。 
この相関式により、対象試験機の測定結果を基準試験機の結果として換算するこ

とができる。 
規定内容 
・基準/対象試験機としての条件 
・アライメントタイヤの必要要件 
・アライメント法の手順 
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タイヤ空気圧モニタリングシステム＜ＴＰＭＳ＞について 

 

 タイヤ空気圧モニタリングシステム(ＴＰＭＳ)は、タイヤ空気圧の不足をドラ

イバーに知らせるシステムである。 

ＴＰＭＳには、以下の２つのタイプがある。 

直接式：センサーにより直接タイヤ空気圧を検知する。 

間接式：ＡＢＳ車両速度を用いて相対的にタイヤ空気圧を推定する。 

 

 

 

直接式 

 

電波を用いてドライバーへ低タイヤ空気圧状態を告知 

 

 

 

・タイヤ空気圧センサー＜送信機＞は、各々のタイヤ内部に配属され、直接タイ

ヤ空気圧を検知する。 

・受信機は、検知されたタイヤ空気圧の値を電波信号として受信する。 

・ＥＣＵ（electronic control unit）は、タイヤ空気圧力が決められた警報閾値

を下回ると、タイヤ空気圧警報ライトを転倒させてドライバーにタイヤ空気圧

低下を知らせる。 

(ＴＰＭＳは自車両と他車両を識別するために、ＩＤナンバーを持っている。) 

 

ＴＰＭＳ送信機のﾎｲｰﾙ装着図 
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間接式 

 

各輪のタイヤ半径を検知し、相対検知のため一輪の低タイヤ空気圧状態を告知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間接的ＴＰＭＳはＥＣＵ、計器パネル、セットスイッチ、警報ランプ、４個のホ

イール速度センサーからなる。ＥＣＵとホイール速度センサーはＡＢＳの一般的

な部分。 

 

検出原理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホイルスピードセンサー

車輪速センサーのローター
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直接式と間接式の比較 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

直接式 間接式

①コストが高い

②ｽﾉｰﾀｲﾔ等の追加ﾀｲﾔ用のｾﾝｻが必要になる（ﾕｰｻ負担）

③バルブ一体型のセンサの場合、装着ﾎｲｰﾙに制限がでる

④センサ内のバッテリーに寿命がある。

①ＯＥＭ以外のタイヤでは、精度に限界がある。

②ＡＢＳ付車でない場合は、コスト高となる。

③③LSDLSD付車両付車両((RVRV、、TruckTruck、、SportSport等等))では、機能では、機能
できない。できない。

④高速域では、機能が制限される④高速域では、機能が制限される

検知項目

安全

環境

利便性

システム例

課題

ホイール内に圧力センサを持つタイプ
ＡＢＳベースで車輪速度差から空気圧低下

を検知するタイプ

複数輪の自然エアリークによる内圧低下を警報

（燃費悪化をドライバーに知らせることが可能）

各輪のタイヤ内圧（絶対値）の表示が可能

一輪が空気圧不適正（ﾊﾟﾝｸ等）な状態を警報

タイヤ内圧（絶対値） 装着輪の相対的な内圧差

機
能
／
性
能

一輪が空気圧不適正（ﾊﾟﾝｸ等）な状態を警報

その他

メリット

低コスト

なし

なし

高速域(～250km/h)でも検出が可能。
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ウェットグリップ試験法について 
 
 
乗用車用タイヤのウェットグリップ試験方法はＩＳＯ２３６７１に規定されており、

その測定方法は、実車による制動試験と、トレーラーに装着した試験方法の２種類があ

る。それぞれの試験方法については以下の通り。 
 
 

実車法 トレーラー法

試験方法
ABS付き車両を使用した

実車制動試験

トレーラーに装着した試験
タイヤに制動力を加え、

ピークµを算出

試験速度
80km/h 20mk/h

実車制動
65km/hで制動力加える

ウェットグリップ
算出方法

基準タイヤ対比のINDEX

基準タイヤ SRTT (Standard Reference Test Tire)

水深 0.5～1.5mm

路面 ISO規定路面
 

 

参考資料４ 



 
 

 
省エネルギーラベリング制度 

○２０００年から省エネルギーラベリング制度を実施。消費者に対し家電製品の省

エネ性に関する情報提供を行うことにより、省エネ効果の高い製品の普及を促進

することが目的。 
○ＪＩＳに基づく任意の制度だが、メーカーカタログや小売事業者の店頭表示で積

極的に活用されている。 

 
 
 
統一省エネラベル 
○小売事業者の表示制度において、省エネ性能を比較できるよう星印で５段階評価

を行う多段階評価制度を導入する統一省エネラベルを実施。  
○特にエネルギー消費量の多いテレビ、エアコン、冷蔵庫を対象。 
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第 10 回 「タイヤの日」全国安全啓発活動について 

 

社団法人日本自動車タイヤ協会、全国自動車タイヤ販売協議会連合会、全国タイヤ商工協同組合連合会

の３団体は、平成１２年に『４月８日タイヤの日』を創設し活動して参りましたが、今年４月に１０年を迎えま

す。  

安全啓発活動としては、路上タイヤ点検、ポスター展開、WEBバナー広告を主体に、ユーザーの皆様に 

タイヤの空気圧チェックをはじめとする日常点検・整備の重要性を幅広く訴求できるよう企画・実施する予定

です。 

尚、今年は特に低燃費タイヤ等普及促進協議会（※１）による“空気圧管理の周知”の検討を考慮し、標記

安全啓発活動においても協議会の主旨に沿った普及広報の一助となるよう、“空気圧不足と燃費への影

響”等について啓発して参ります。 

（※１）経済産業省、国土交通省、エネ庁、有識者、消費者代表、工業会（自工会、タイヤ協会） 

 

1． 路上タイヤ点検の予定 

 

支部名 点 検 日・時 間 点 検 場 所 

北海道支部 ４月８日(水) 10：00 ～ 14：30 道央自動車道 輪厚ＰＡ 下り線 

東北支部 ４月８日(水) 10：00 ～ 12：00 東北自動車道 長者原ＳＡ 下り線 

関東支部  ４月８日(水) 10：00 ～ 15：00 東北自動車道 羽生ＰＡ 上り線 

※三野会長よりご視察（12：00 ～ 13：30 予定） 

   広報効果を導く為、ゴム記者会等へ取材案内（東京⇔羽生PAのアテンド）をプランニング 

中部支部 ４月６日(月) 10：00 ～ 12：00 伊勢湾岸自動車道 刈谷ＰＡ (調整中) 

近畿支部 ４月６日(月) 10：00 ～ 12：00 名神高速道路 吹田ＳＡ 上り線 

中国支部 ４月８日(水) 10：00 ～ 12：00 山陽自動車道 小谷ＳＡ 上り線 

九州支部 ４月６日～８日(調整中)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． ポスター展開 

 

作成数------  １４９，４００枚 

体  裁------  Ｂ３判カラー（３６４ｍｍ×５１５ｍｍ） 

掲  出------  タイヤメーカー系列販売会社を通じ、 

            各タイヤ販売店、専業店等へ配布、店頭で掲出。 

 

 

 

3． WEBバナー広告 

 

「４月８日タイヤの日」を含む一週間でWeb バナー広告を掲載 

概 要 

掲載期間： 平成２１年４月６日(月)～４月１２日(日) 

掲載場所： Yahoo! JAPAN ポータルサイト 「レクタングルボックス・デイリーユース」枠 

広告内容： タイヤの日常点検の重要性にあわせて、空気圧不足が燃費に影響することを訴求。 

 

 

主な点検項目 

・空気圧  ・溝深さ       ･偏摩耗 

・キズ    ・釘、異物踏み  ・その他 

乗用車/ タイヤ点検例 
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